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導いた。そしてNd: ガラスレーザを用いた実験により， Nd: ガラスレーザの純粋な強制モード周期



































たモード同期による超短光ノマルス発生を提案している O まず空間的に 1 次の位相変化である光偏向
器を用いたモード同期を提案し， Nd: ガラスレーザを用いた実験により Nd: ガラスレーザの純粋な
強制モード同期としては最短の 6 P s という超短光ノマルスを得ることに成功している。ついで，空間
的に 2 次の位相変化である電気光学レンズを用いたモード同期を提案し実験によりモード同期を確
認しているO
この他に，媒質中を走行する位相格子による空間変調を利用した新しい超高速光制御法を提案し，
実験によりその動作を確認しているO まず電気光学効果によって形成される位相格子によるラマン・
ナス回折を利用し周波数成分の生成とそれらの空間的制御によって新しいタイプの超高速単一方向
光偏向器が実現できること導き，実験により， 16GHzでのその動作確認に成功している。また，本素
子を応用した新しい超高速光制御法について検討を行い，ピコ秒パルス合成の実験を行って動作を確
認しているO 次に超短光パルスの干渉によって非線形媒質中に形成される光誘導位相格子を用いる
ことにより，ブラッグ回折による超高速光スイッチを提案し， 4 光波結合の解析により大信号時の動
作を明らかにするとともに，実験によりピコ秒のスイッチ動作を確認しているO
以上のように，本論文で著者は理論的，実験的両面から電気光学変調を用いた光制御のよっても超
短光ノマルスが得られることを明らかにするとともに，光空間変調を組み合わせてもさまざまな超高速
光制御が可能になることを示しており，本論文は今後の超高速光制御技術の発展にいくつかの新しい
視点を与え，その寄与も大きいと考えられ，学位論文として十分な価値があるものと認められる。
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